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近年，情報通信技術の発展により，インターネット経由による異文化コラボレーションが可能になっ
た．このような活動における最大の壁は言語の違いであり，母国語を用いてコミュニケーションするに
は機械翻訳などの言語支援が必要である． 
異文化コラボレーションの具体的な事例に JEARN が推進するプロジェクト，防災世界子ども会議が
挙げられる．この活動では，インターネット経由による，災害安全マップを介した防災協働学習と異文
化交流を行っている．異文化コラボレーションを支援するためにチャット形式や掲示板形式のシステム
が開発されてきたが，次のような問題から防災世界子ども会議の活動を支援するには不十分である．災
害安全マップはポスター形式で作成され，さらにマップの詳細を読み取れるようにするには，高精細デ
ジタル化する必要がある．さらに，世界中の子ども達が災害安全マップを作成するため，それらをまと
めるためにも災害安全マップと世界地図を組み合わせる必要がある．また，母国語を用いたコラボレー
ションを実現するため，システムが多言語に対応していなければならない．最後に，災害安全マップを
使った協働学習の手法が求められる．そこで，本研究では，災害安全マップと機械翻訳を介した異文化
コラボレーションシステム CoSMOS(Collaborative Safety Map on Open System)を開発した． 
CoSMOS では，デジタルカメラで撮影した災害安全マップの画像を掲載し，マウス操作によって詳細
な部分まで閲覧可能にすることで，高精細デジタル化を実現した．そして，これら Google Map の世界
地図上に配置した．災害安全マップを話題とした防災協働学習を実現するため，災害安全マップへの付
箋貼り付けを可能にする機能とコメント機能が実装した．付箋貼り付け機能では，マップ上の任意の場
所にメッセージを書き込むことで簡単に質問でき，コメント機能は感想の投稿や議論の場所として利用
できる．また，システムの表示言語を 5 言語に対応させ，それにともない入力された文章が言語グリッ
ドの機械翻訳によって多言語翻訳される． 
最後に，防災世界子ども会議に求められる要素について，CoSMOS を従来の異文化コラボレーション
システムの比較を行い，その有効性を示した．さらに，多言語翻訳において英語翻訳のみを確認させる
手法を取ることで，メッセージを書き込む際に子ども達に掛かる入力コストを軽減できることを示す． 
